
１１月２９日の八千代市議会最終日は、市民から市議会に提出された５つの請願について討論
採決が行われました。
　各常任委員会では、この５つの請願がすべて不採択となり、日本共産党市議団は本議会で採択
を願い討論を行いましたが、反対者多数によってすべて不採択となってしまいました。
　傍聴にきていた市民からは「なぜ反対なのか？その理由が述べられていない。こんな市議会で
良いのか？」との声がありました。

市民の願いがすべて不採択される八千代市議会

　この４年間に市議会に提出された請願は３６件、このうち日本共産党市議団が賛成したのは３５
件です。しかし、自民、保守、公明の議員の方々が賛成したのは８件（案件によって公明のみ反対
や自民のみ反対があり）です。８割近くを反対しているにもかかわらず、反対理由を委員会でも
本会議でも述べず、冷たく反対しています。
　私たち市議会議員は、言論の府である市議会でしっかり議論しなければならないはずです。
さらに、市民に市議会の報告をしなければなりません。
　日本共産党市議団は、今後も市民の声をしっかり市政に反映するために、全力で取り組んで
いきます。

この４年間における市議会の実態

　市議会議員の役割は、市政のチェックや市民の声を市政に反映させる
ことです。しかし、このように市議会に市民から提出された請願が、なん
の理由も発言されずに反対されては、市民の声は市政に届きません。
市議会議員の役割として、反対ならば反対の理由をしっかり述べるべきで
はないでしょうか。

市民の声を市政に届ける市議会議員の役割
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市民の声を市政に届ける市議会議員の役割

●村上緑地公園のトイレ、遊歩道、遊具などの改修を求める

●八千代医療センターの新規患者受け入れ再開を求める

●補聴器購入に市の助成を求める

●子ども医療費を１８歳まで拡大することを求める

●学校給食費の無償化を求める

１１月の市議会に提出された５つの請願

全て不採
択に！


